
学 校 の 先 生 方 へ 

子どもの発育発達速度は大変速く、かつ個人差が大きいことから、

体力しんだん結果を返す際に、生まれ月の差について配慮しつつ、い

つから大きな伸びが見え始めるのか、またどこまで伸びるのか分から

ないといった将来的な可能性を踏まえ、日常的な運動実践や規則正し

い生活習慣の重要性についてご説明ください。また、測定条件（滑りや

すさや測定時の姿勢など）により記録はかなり変化します。できる限り同じ

条件で測定することで、前回測定時からの伸びを正確に把握してくだ

さい。 

神経系能力の発達は、高学年でほぼ成人レベルまで発達しますから、

反復横とびや 50m 走などの敏捷性やスピードに関わる能力を意識した

運動をこころがけることは大切な要素のひとつといえます。 

偏差値グラフ 

全国平均値と比較した各種目の評価で

す。  は平均を示しています。 

測定数値 

測定値と平均値を比較しています。 

５段階評価 

能力を５段階で評価しています。 

トレーニングアドバイス 

能力を伸ばすためのアドバイスが表示

されています。 

総合的アドバイス 

身長・体重から見た体型の傾向、発育

発達に応じたトレーニングの在り方等

について表示しています。 


